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消防署だより

▲阿部　真一（宗意原） ▲重川　　豊（宗意原） ▲湊　　義明（新立） ▲武智　勇治（北黒田） ▲鵜篭　　努（北黒田）

▲神野　哲也（出作） ▲森棟　　真（出作） ▲八束　厚志（徳丸） ▲門屋　龍二（徳丸） ▲弓立　雅浩（徳丸）

▲　市　伸治（大溝） ▲佐伯　斉弘（鶴吉） ▲久津那将典（鶴吉） ▲町田　興司（鶴吉） ▲池内　武彦（神崎）

▲戎森　幹員（塩屋） ▲竹本　雷太（北川原） ▲清水　博光（北川原） ▲三好　豊明（東古泉）

６
月
２
日（
日
）か
ら
８
日（
土
）ま
で

の
１
週
間
は
「
危
険
物
安
全
週
間
」
で

す
。石

油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、

化
粧
品
・
塗
料
な
ど
様
々
な
化
学
工
業

製
品
の
原
料
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど

自
動
車
・
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
の
燃

料
、
発
電
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
現
代
の

豊
か
な
高
度
社
会
を
支
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
今
や
危
険
物
抜

き
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
危
険
物

は
、
一
歩
そ
の
取
り
扱
い
を
間
違
え
れ

ば
、
名
前
の
と
お
り
多
く
の
生
命
や
財

産
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
う
非
常

に
危
険
な
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

危
険
物
を
取
り
扱
う
際
は
、
そ
の
安
全

確
認
に
十
分
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

危
険
物
関
係
の
事
故
の
原
因
は
、
取

り
扱
い
ミ
ス
な
ど
の
人
的
要
因
に
基
づ

く
も
の
が
多
く
、
こ
う
し
た
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
、
危
険
物

の
取
り
扱
い
に
従
事
す
る
方
々
の
保
全

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
各
事
業
所

に
お
け
る
保
全
管
理
の
徹
底
な
ど
自
主

保
安
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
で
す
。

危
険
物
施
設
、
製
造
工
場
な
ど
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
集
中
管
理
、

自
動
化
が
進
み
、
人
的
ミ
ス
に
よ
る
事

故
軽
減
が
図
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

一
方
で
ソ
フ
ト
面
で
の
ミ
ス
が
減
り
、

ハ
ー
ド
面
で
の
ミ
ス
が
増
加
す
る
、
と

も
言
え
ま
す
。

「
便
利
さ
」
に
隠
れ
た
「
危
険
」、

「
慣
れ
」
に
隠
れ
た
「
危
険
」、
誰
も
が

一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
危
険
物
安
全
週

間
」
を
機
会
に
、
今
ま
で
の
「
ヒ
ヤ
リ
、

ハ
ッ
ト
体
験
」
を
思
い
起
こ
し
、
保
安

管
理
の
徹
底
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

実施日
８月２５日（日）

種　類
甲種、乙種

会　場
松山工業高等学校

願書受付期間
６月２４日（月）～

７月５日（金）

問い合わせ
松前消防署予防係

９８４－３４０４
（財）消防試験研究センター

９３２－８８０８

平
成
１４
年
度
危
険
物
安
全
週
間 

 

消消消消防防防防設設設設備備備備士士士士試試試試験験験験
ののののおおおお知知知知ららららせせせせ

４
月
１３
日（
土
）、
松
前
防
災
セ
ン
タ
ー
（
松
前
消

防
署
内
）
で
、
平
成
１３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１４
年

４
月
１
日
ま
で
に
入
団
し
た
団
員
の
任
命
交
付
式
が
、

白
石
町
長
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
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